
Ⅰ 情報収集提供業務 

 

情報収集提供業務に関しては、主要な畜産物、野菜、砂糖及びその原料作物並びにで

ん粉及びその原料作物の生産及び流通に関する情報について、収集、整理及び提供を行

っている。平成28年度においては、当機構業務であるこれら品目の生産者の経営安定対

策、需給調整・価格安定に関連したテーマを中心に、農政上の重要課題である生産基盤

の強化、担い手の確保等に向けた取り組みなど、調査テーマを重点化して定め、業務を

実施した。 

また、農林水産省食料産業局から「平成27年度国産農林水産物・食品への理解増進事

業」を受託し、平成28年１月から10月にかけて「生産者等が主体的に需要拡大に取り組

む仕組みを検討するための調査」を行いました。  

 

１ 情報の収集 

（１）国内 

価格・需給データ、需給関連の調査分析報告、優良事例及び地域情報等について、

機構職員や専門調査員により収集・整理・分析した。 

（２）海外 

機構職員による価格・需給データ、需給関連の調査分析報告及び優良事例等の調査

等を基本に、国際会議等への参加による情報収集に加え、コンサルタントの活用等に

より収集・整理・分析した。 

 

２ 情報の提供 

（１）定期刊行物による提供  

月報「畜産の情報」、「野菜情報」及び「砂糖類・でん粉情報」の発行による提供

とともに、別冊統計資料（畜産、野菜、砂糖類・でん粉）を年１回発行した。 

（２）ホームページによる提供  

定期刊行物に加えて、年報｢畜産｣、「国際情報コーナー」及び「国内統計資料」、

「海外統計資料」への掲載による提供を行った。  

（３）メールマガジンによる提供  

メールマガジンにより、各情報誌の発行情報、海外情報、 alicセミナー開催案内な

どの迅速な提供を行った。  

（４）alicセミナーなどによる提供 

本部におけるalicセミナーや地方事務所における地域情報交換会などにおいて、生

産、流通、消費、制度などに関する情報のほか、海外現地調査に関する情報等につい

て、利用者のニーズに応じた情報提供を行った。  

 

３ 主要な提供テーマ 

（１）畜産 

・成長産業化ファンドを活用した養鶏の６次産業化 ～福岡県の㈱タケノフードサ

ービスの取り組みを事例として～  

・沖縄県産豚肉の競争力強化の取り組み～ブランド豚肉「あぐー」の生産と輸出を

中心に～ 



・広島県における稲ＷＣＳを用いた広域のＴＭＲセンターと集落営農法人の展開  

・オール香川県で取り組んだ「オリーブ牛」の戦略～畜産クラスター協議会「讃岐

牛・オリーブ牛振興会」を対象に～  

・米国における牛肉生産の産業構造～消費・輸出入の動向まで～  

・中国の牛肉需給動向～需給の現状と構造改革の取り組み～  

・生鮮鶏肉輸出再開後のタイの鶏肉産業の動向 

・拡大するスペイン養豚産業の現状  

・ブラジルの穀物生産動向～堅調な生産と加速化が待たれる輸送インフラ整備～  

・ＥＵ酪農の現状と展望 

 

（２）野菜 

・かんしょに特化した６次産業化～鹿児島県南九州市の株式会社唐芋農場の取り組

み～ 

・野菜生産・販売を通じて地域に貢献する農業生産法人～沖縄県の株式会社クック

ソニアの取り組み～ 

・ＪＡ斜里町による野菜生産の拡大と加工・業務用野菜需要への対応 

・新規就農支援による産地形成戦略～「野菜くらぶ」独立支援プログラムから～  

・えだまめの産地化、加工品販売の取り組み～あきた北農業協同組合を事例として

～ 

・新規参入者によるピーマン産地の再興～そお鹿児島農業協同組合ピーマン専門部

会における取り組み～ 

・ＥＵの新規就農支援の状況  

・自社農場所有の外食企業の野菜調達の現状  

 

（３）砂糖 

・徳之島におけるさとうきび機械化の現状と課題  

・北海道北見市におけるてん菜生産の省力化および作業効率改善の取り組み～ 第5

回高品質てん菜生産出荷共励会最優秀賞  西野繁氏 ～ 

・鹿児島県奄美市におけるさとうきび生産の省力化および担い手育成の取り組み～  

平成27年度さとうきび生産改善共励会最優秀賞 榮完治氏 ～ 

・沖縄県宮古島市におけるさとうきび生産の単収向上の取り組み～平成27／28年期

沖縄県さとうきび競作会農林水産大臣賞 上里豊一氏～ 

・豪州砂糖産業の動向～FTA/EPA締結・交渉進展と砂糖産業法の改正～  

・AEC発足後のタイの砂糖産業をめぐる動向  

・英国の砂糖産業の動向～ＥＵの砂糖生産割当廃止の影響を中心に～ 

 

（４）でん粉 

・ばれいしょでん粉の安定供給に向けて～それぞれの立場から求めるもの～  

・JA鹿児島きもつきにおけるかんしょでん粉粕を利用した飼料製造の現状と課題  

・北海道における種ばれいしょの安定供給に向けた取り組み  

・かんしょでん粉の食品用途拡大に向けた展望と課題～グルテンフリーへの用途拡

大の可能性～ 

・大規模な農地集積による農業経営の安定化を目指して～農事組合法人 勝山グリ



ーンファームの取り組み～  

・土づくりの工夫および地域との連携によりかんしょの高単収を実現～鹿児島県熊

毛郡南種子町 柳田 陽介氏～ 

・CAP改革後の中東欧諸国のばれいしょでん粉産業の動向  

 

 

４ 農林水産省からの受託調査の概要  

・国内販売促進活動の実態について 15団体を調査 

・国産品ＰＲイベントに参加した8団体にアンケート調査 

・海外で実施しされているチェックオフ制度についての調査  


